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秋の
叙勲・褒章

　２００９年秋の叙勲・褒章で、市内からは顕著な功績を挙げた人に授与される旭日章を佐々木壮さん

（石越町第三区）、公的な業務に長年従事した人に授与される瑞宝章を小野寺準さん（中田町神ノ木）、

主藤長樹さん（東和町錦織第三区）、危険性の高い業務に長年尽力した人に授与される瑞宝章を中津

川弘志さん（南方町沢田）、公衆の利益に貢献した人に授与される藍綬褒章を芳賀よみ子さん（登

米町西針田）、米倉啓さん（迫町平柳）が、それぞれ受章しました。

旭
日
双
光
章

 佐
々
木
  壮
 さ
ん
（
石
越
町
・
　
歳
）

さ
か
り

８０

　
昭
和
　
年
４
月
に
石
越
町
議
会
議
員
に

５０

当
選
。
以
来
、
平
成
　
年
４
月
ま
で
の
　

１５

２８

年
間
、
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
７
年
４
月
か
ら
平
成
　
年
４

１１

月
ま
で
石
越
町
議
会
第
　
代
議
長
と
し
て
、

１４

円
滑
な
議
会
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

 中
津
川
  弘
 

こ
う

 志
 さ
ん
（
南
方
町
・
　
歳
）

し

６２

　
昭
和
　
年
１
月
に
陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
。

４２

宮
城
地
方
連
絡
部
、
第
２
特
科
群
な
ど
に

勤
務
し
、
平
成
　
年
７
月
ま
で
の
　
年
間
、

１３

３４

自
衛
隊
員
と
し
て
国
民
の
安
全
を
守
る
と

と
も
に
、
後
輩
隊
員
の
育
成
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

藍
綬
褒
章

 米
倉
  啓
 さ
ん
（
迫
町
・
　
歳
）

ひ
ら
く

７９

　
昭
和
　
年
、
世
界
農
業
セ
ン
サ
ス
調
査

２５

員
と
し
て
従
事
し
て
以
来
、
現
在
ま
で
　５９

年
間
調
査
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

計
　
回
の
統
計
調
査
を
行
い
、
平
成
　
年

５４

１７

に
は
農
林
業
セ
ン
サ
ス
功
労
と
し
て
農
林

水
産
大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
単
光
章

 小
野
寺
  準
 さ
ん
（
中
田
町
・
　
歳
）

ひ
と
し

７６

　
昭
和
　
年
に
中
田
町
消
防
団
に
入
団
、

３１

以
来
　
年
の
消
防
歴
。
平
成
６
年
に
中
田

４３

町
消
防
団
分
団
長
、
平
成
８
年
か
ら
は
副

団
長
と
し
て
地
域
防
災
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
７
年
に
は
消
防
庁
長
官
よ
り
永

年
勤
続
功
労
章
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

藍
綬
褒
章

 芳
賀
 よ
み
 子
 さ
ん（
登
米
町
・
　
歳
）

こ

６０

　
平
成
２
年
４
月
に
調
停
委
員
の
任
命
を

受
け
、
以
来
、
農
業
に
従
事
し
な
が
ら
現

在
ま
で
地
域
の
司
法
行
政
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
　
年
に
は
調
停
委

１７

員
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
仙
台
高
等
裁
判

所
長
官
よ
り
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

不断の努力と永年の
功績が認められ

瑞
宝
単
光
章

 主
藤
  長
 

ち
ょ
う

 樹
 さ
ん
（
東
和
町
・
　
歳
）

じ
ゅ

７６

　
昭
和
　
年
に
東
和
町
消
防
団
に
入
団
、

２８

以
来
　
年
の
消
防
歴
。
平
成
５
年
に
東
和

４７

町
消
防
団
分
団
長
、
平
成
７
年
か
ら
は
副

団
長
と
し
て
地
域
防
災
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
７
年
に
は
消
防
庁
長
官
よ
り
永

年
勤
続
功
労
章
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

17 Dec.2009

平成２２年

【日時】　平成２２年１月１０日（日）午後１時開式〔受付〕午前１１時３０分～午後０時３０分

【会場】　登米総合体育館（とよま蔵ジアム）

【対象】　■平成１７年３月に市内の中学校を卒業した人

　　　　■平成21年９月１日現在、登米市に在住し、平成元年４月２日から平成２年４月１日までに生まれた人。

　　　　　※新成人の皆さんには案内状を送ります。当日は案内状を必ず持参してください。

【お知らせ】

　■市民バス時刻表（乗り継ぎなどの詳しい情報は、市ホームページの市民バス時刻表で確認してください）

　

　■会場では上履きが必要です。家族など観覧する人も、

　　上履きを持参願います。　

【問い合わせ】　教育委員会生涯学習課　緯 ０２２０（３４）２６９８

～２０歳の門出を祝福して～

迫庁舎１０:３３  中田庁舎１０:５０ 登米庁舎１１:２２循環線（浅水経由登米）４便行き

登米庁舎１４:４４  迫庁舎１５:１０津山線（上り）５便

帰り 登米庁舎１５:２７  米山総合支所１５:５０  南方庁舎１６:1９  迫庁舎１６:３２循環線（米岡経由佐沼）７便

登米庁舎１５:３８  中田庁舎１６:１１  迫庁舎１６:２８循環線（浅水経由佐沼）７便

市民バスの時刻表は、「モバイルとめ」の
「交通機関」でご覧になれます。
http://www.city.tome.miyagi.jp/m/

市
ス
ポ
ー
ツ
＆

　
入
賞
情
報
（
敬
称
略
）

　
災
害
に
対
す
る
心
構
え
は
数
多

く
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も

「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」・「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
自
助
・
共
助
の
考
え

方
が
最
も
重
要
で
す
。

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、
市

内
全
体
が
被
害
を
受
け
る
よ
う
な

場
合
は
、
道
路
や
通
信
網
の
寸
断

な
ど
に
よ
り
、
公
的
機
関
の
防
災

活
動
だ
け
で
は
十
分
に
対
応
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ

お
互
い
に
助
け
合
い
、
自
分
た
ち

の
地
域
を
自
分
た
ち
の
手
で
守
る

「
自
主
防
災
組
織
」の
活
動
が
非
常

に
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
だ
未
設
置
の
地
区
は
、
災
害

に
備
え
、
早
期
に
設
置
を
目
指
す

と
と
も
に
、
設
置
済
み
の
地
区
で

も
、
話
し
合
い
や
訓
練
を
通
じ
、

災
害
へ
の
備
え
を
よ
り
一
層
強
化

し
ま
し
ょ
う
。
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最
終
回
　

　
自
分
・
地
域
を
守
る

　「
自
主
防
災
組
織
」

第
３
回
登
米
市
長
杯
争
奪

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
日
）

１０

１８

　
■
会
　
場
　
東
和
総
合
運
動
公
園
　

第
１
位
　
中
田
ド
リ
フ
タ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
田
）

第
２
位
　

第
３
位
　
北
方
ク
ラ
ブ
（
迫
）

　
　
　
　
Ｆ
・
西
野
倶
楽
部
（
米
山
）

第
　
回
登
米
市
民

１３
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
日
）

１０

１８

　
■
会
　
場
　
東
和
総
合
運
動
公
園

登
米
ヤ
ン
キ
ー
ス（
登
米
）

【
小
学
生
の
部
】

　
第
１
位
　
佐
藤
祐
希
（
東
和
）

　
第
２
位
　
猪
股
翔
太
（
東
和
）

　
第
３
位
　
千
葉
美
紅
（
東
和
）

【
初
心
者
の
部
】

　
第
１
位
　
芦
名
敏
祐
（
米
山
）　

　
第
２
位
　
千
葉
光
明
（
南
方
）

　
第
３
位
　
稲
邉
正
俊
（
迫
）

【
　
㍍
の
部
】

１８　第
１
位
　
猪
股
利
沙
（
東
ア
協
）

　
第
２
位
　
清
水
上
憲
耶
（
東
和
）

【
　
㍍
の
部
】

３０　第
１
位
　
及
川
司
（
東
和
）

　
第
２
位
　
大
内
圭
（
東
和
）

　
第
３
位
　
阿
部
直
樹
（
東
和
）

【
　
㍍
の
部
】

５０　第
１
位
　
小
野
寺
公
正
（
東
和
）

　
第
２
位
　
宮
川
祐
哉
（
東
和
）

　
第
３
位
　
阿
部
隼
也
（
迫
）

【
親
子
の
部
】

　
第
１
位
　
猪
股
隆
子
・
翔
太

                                     （
東
和
）

　
第
２
位
　
及
川
浩
美
・
志
帆

                                     （
東
和
）

　
第
３
位
　
千
葉
恵
美
・
美
紅

                                     （
東
和
）

平
成
　
年
度

２１

県
総
合
畜
産
共
進
会

　
■
開
催
日
　
9
月
２
日
（
水
）
～
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
９
月
　
日
（
土
）

１９

　
■
会
　
場
　
宮
城
県
食
肉
流
通
公
社

　
　
　
　
　
　
み
や
ぎ
総
合
家
畜
市
場

【
肉
用
豚
の
部
】
　

　
名
誉
賞
（
農
林
水
産
大
臣
賞
・

　
　
　
　
　
宮
城
県
知
事
賞
）

　
　
　
　
小
野
寺
武
（
中
田
）　

　
名
誉
賞
（
生
産
局
長
賞
）

　
　
　
　
伊
藤
範
義
（
迫
）　

　
1
区
〔
L
W
・
D
三
元
交
雑
種

　
　
　
　
　
　
１
８
０
日
齢
以
内
〕

　
　
最
優
秀
賞
１
席

　
　
　
　
　（
東
北
農
政
局
長
賞
）　

　
　
　
　

ピ
ッ
グ
夢
フ
ァ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
豊
里
）

　
　
最
優
秀
賞
４
席

　
　
　
　
佐
竹
忠
治
（
迫
）

　
　
団
体
賞

　
　
　
　
登
米
地
区

【
肉
用
牛
の
部
】
　

　
名
誉
賞
（
生
産
局
長
賞
）

　
　
　
　
大
立
目
敏
夫
（
米
山
）　

　
１
区
〔
若
雌
１
〕

　
　
最
優
秀
賞
２
席

　
　
　
　
小
野
寺
正
人
（
迫
）

　
２
区
〔
若
雌
２
〕

　
　
最
優
秀
賞
１
席

　
　
　
　
大
立
目
敏
夫
（
米
山
）

　
　
最
優
秀
賞
２
席

　
　
　
　
千
葉
啓
（
迫
）

　
３
区
〔
経
産
〕

　
　
最
優
秀
賞
４
席

　
　
　
　
千
葉
晃
（
中
田
）　

　
４
区
〔
父
系
群
〕

　
　
最
優
秀
賞
２
席

　
　
　
　
登
米
和
牛
育
種
組
合

　
※
最
優
秀
賞
以
上
を
掲
載

登米市成人式


